


1

とけいは　もうすぐ　おやつのじかん。
トトニャンは　きょうのおやつを　たのしみに　まっています。

「きょうのおやつは　なにかなぁ？」



2

いつもなかよしの　ネコのチーチが　きょうのおやつを
よういしてくれました。

「きょうのおやつは　プリンだよ　めしあがれ。」
「わーい！　ありがとう！　いただきます！」



3

トトニャンは　プリンを　たべはじめました。

「プリンはおいしいなぁ　ぼく　プリンだいすき。」

トトニャンは　パクパクと　プリンをいただきます。



4

はんぶんまで　たべたとき　トトニャンはかんがえました。

「のこりは　あしたのおやつに　のこしておこう。」

そういってトトニャンは　のこりのプリンを
れいぞうこにしまいました。



5

つぎのひ　トトニャンは　れいぞうこにいれておいた
プリンをさがしました。

「あれれ？　プリンがないよ？　どこにいったのかな？」

きのう　しまっておいた　プリンがなくなってしまったのです。



6

こまったトトニャンのところに　チーチがやってきました。

「トトがのこしたプリンは　わたしがたべちゃったよ。
もうたべないのかと　おもったんだよ。」
「えー！　そんなぁ！」



7

トトニャンはがっかりして　ないてしまいました。

「あれは　きょう　たべるはずだったんだよ。」

シクシクないているトトニャンに
チーチがなぐさめてくれました。

「でもね　トトニャン　きょうのおやつは
もっといいものを　よういしたよ。」



8

そういって　チーチはきょうのおやつをだしてくれました。

「ジャーン！　きょうのおやつは　プリンのおおもりだよ！
ふたりでいっぱい　たべようね！」
「わーい！　やったー！」



9

「やっぱりプリンは　おいしいなぁ。」
「ふたりでたべると　もっとおいしいね。」

トトニャンとチーチは　たくさんのプリンをたべました。
いっぱいたべて　おなかいっぱい　ごちそうさまでした。
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